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M-CANでは2011年の春から⼦どもの社会起業塾と

いう新事業に取り組んできました。駄菓子屋にくる子

どもたちが単なる「消費者」でなく「生産者」となり、

お⾦とは何か、お⾦はどのように循環するのか、100

円を稼ぐとはどういうことかを一緒に考える機会をつ

くろうと、これまでに廃油キャンドルづくりや廃油石

けんづくりに取り組んできました。

今回はマイクロバスに乗って和歌山県有田市のみか

ん畑に⾏ってきました。以前、茨⽊市社会福祉協議会

に勤めていた村木さんのお知り合いの井邊さんのご好

意で、無料でみかん狩りをさせてくださることになり

日帰りでみかん狩りをしてきました。

参加者は、みかん屋常連客のMishima寺子屋の子ど

もたちやあすなろ会のメンバー、駄菓⼦屋でお茶会を

開催している地区福祉委員さんに加えM-CANのスタッ

フやボランティアさんなど総勢35名となりました。

茨木から約1時間半の移動の後、到着したみかん畑

には⾒事なオレンジ⾊に熟した温州みかんがたくさん

なっていました。みかん狩りに費やした時間は1時間

ほどでしたが、段ボール約20箱のみかんと各自がリュ

ックサックいっぱいにみかんを収穫し、子どもたちは

⼤喜び！⼭の斜⾯に座って⾷べたもぎ⽴てみかんの味

は一生忘れないでしょう。
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⼤量のみかんを腐らせてはいけないということで、

みかん狩りの4日後、みかん狩りに参加した子どもた

ちと一緒にみかんジャムづくりに挑戦しました。みん

なでみかんの皮むきをし、ミキサーにかけ、お鍋で砂

糖とコトコト煮⽴てること約1時間、おいしいみかん

ジャムが完成しました。

試作品のジャムは手伝った子どもたちがもって帰り、

品質改良を加えて商品化を⽬指したいと思っています。

M-CANのみかんジャムが三島の特産品になる日もそう

遠くないかもしれません。

なお、「子どもの社会起業塾」はキリン福祉財団の助

成⾦を受けて実施しています。みかんジャムやみかん

石けんなどの製品販売から

得られた収益は東日本大震

災の被災者支援に寄付させ

ていただきます。
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～三島ふくし知恵のわプランの策定にあたって～

三島地区で、いよいよ地域福祉活動計画（三島ふくし知恵のわプラン）の策定懇談会が立ち上

がった。この懇談会には、地域内の各種団体・施設・事業所などから３７団体（者）もの参加があ

った。本当に有り難く、ただただ感謝の言葉しかない。かつて、これほどの地域内諸団体が集ま

ってひとつのテーブルを囲んだことは、私の記憶にない。それだけに、３年間のモデル事業の内

容とプロセスが注目されているし、どの様な「まちづくりプラン」を進めるのか、「みしま」の地域と

福祉委員会の真価が問われている。

今回、社会福祉協議会は「水尾・沢池・西・三島」の４つの地区を選定して、モデル事業を実施

する。この選定は、今となっては非常に興味深いものとなった。

周知のとおり、沢池校区と西校区は、行政が鳴り物入りで実施する「地域セーフティネット」の

モデル地区である。当然ながら「人」も「費用」もかけ、行政が必死になって、まちと相談の仕組み

の構築を目指している。水尾地区は「地域担当職員」制度が定着し、行政職員がパイプ役になっ

て、まちづくりに取り組んでいる実績が存在する。三島だけが、行政の関与が「何もない」のであ

る。それだけに、この４つの地区で取り組まれる「福祉のまちづくり」のそれぞれの成果が、費用

対効果も含めて、茨木の中で「サンプリング」として大きな意味を持つことを願ってやまない。

社会福祉協議会のモデル事業である「三島ふくし知恵のわプラン」の策定懇談会が、

いよいよ三島地区で動き出しました。３年間にわたる「福祉のまちづくり」の⽅向性

及び、モデル事業の視点について、懇談会の事務局⻑である福祉委員会の⼤北委員⻑

に報告（寄稿）していただきました。
























